
 

感謝状 

株式会社クラダシ 様 

この度は、貴重な浄財（15,000円）をご寄付

いただき、心より感謝申し上げます。 

昨年からのコロナ禍が続く中、フードバンク

の食品配布を希望する方が増加し、当団体の

活動が地域で必要とされていることを実感

しております。 

今回のご寄付も、その活動に活用させていた

だきます。ありがとうございました。 

 

 

 
令和 5 年 1 月 31 日 

NPO 法人フードバンクぎふ  

理事長 赤星守雄 



特定非営利活動法人フードバンクぎふ    http://foodbankgifu.jp/ 

〒５０３－００３４大垣市荒尾町１４９０－３  TEL０５８４‐９２‐１４００  foodbankgifu.jp@gmail.com 

2023 年 2 月 3 日  

大垣協立銀行さんの社内フードドライブに感謝 
 

本日、フードバンクぎふと、フードバンク事業の連携協定を

結んでいる、OKB(大垣共立銀行)さんが、社内フードドライ

ブで集めて頂いたたくさんの食品を届けてくださいました。な

んと 2165点も カップ麺や缶詰などフードバンクでも利用

が多い品物がたくさんあります。大垣共立銀行さんの特例子

会社である OKBパートナーさんがすべての食品を賞味期限

を確認し、それぞれの種類ごとに箱詰めしてくださいました。

ここまでしてくださることが本当に素晴らしいこと       

以前は、こちらで賞味期限を確認して仕分けする必要があ

りましたが、今は OKB さんとの懇談を重ね、理解が深まって、

私たちが活用しやすいように丁寧に仕分けをしてくださいま

す。個別配布を中心に活動するフードバンクぎふへの配慮が

感じられ、本当に助かります。 

さっそくフードバンクぎふの活動拠点である笠松支部、キッ

ズスクエア瑞穂、岐阜別院さんにも分けました。 

それぞれの地域サポーターさんが、それぞれの地域で、生

活に困窮する方々への支援に活用します。 

 

 

2023 年１月 16 日  

気になる「働ける世代の働けない事情」 

一人暮らし 40～50 代男性がめだつのですが、親さんの介護のため、一旦勤め先を辞めざるをえなくなり、

短時間のアルバイトしか働けなくなる方がいます。そうなると親さんの年金が頼りです。しかし何年間ものつら

い介護の末、親さんが亡くなれば当然親さんの年金が受給できなくなります。少額のアルバイトでは生活で

きず、終日働ける先を探すのですが、現実は厳しいです。３ヶ月の試用期間を頑張って働いても採用されると

は限りません。そのわずかな給与が底をつけば、たちまち生活に困ってしまいます。 

ハローワークで紹介されて面接しても、企業は、「最初から若い人を雇うつもりだからあんたみたいな歳の

いった人はいらない」、「うちは女性しか雇わないよ」とあっさり断られるケースも。男女雇用均等法の関係で、

企業は男女を区別して求人することはできないため、実際はミスマッチが起きているようです。とても心が傷

つきます。「働きたいけど働けない」「働けるのに働けない」。フードバンクに支援を求める人たちの一部では

あるけれど、厳しい現実に何とか生きる勇気を後押しする力になれればと思います。 
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